
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-10-24

異称日本伝注釈(呉志編)

(Citation)
神戸法學雜誌,54(4):329-341

(Issue Date)
2005-03

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81004994

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81004994

蓮沼, 啓介



神
戸
法
学
雑
誌
第
五
四
巻
第
四
号
二

O
O
五
年
三
月

異
称
日
本
伝
注
釈
(
呉
志
編
)

蓮

沼

啓

介

一
明
異
称
日
本
伝
か
ら
呉
志
の
箇
所
を
引
用
す
る
。
本
文
は
訓
点
付
き
の
漢
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
松
下
見
林
の
付
し
た
注
は
書
き
下

慌
し
文
の
形
で
引
用
す
る
。
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ニ
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一
禁
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及
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瓦
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330 54巻4号ヨ土品c.，

今
按
ズ
ル
ニ
呉
ノ
孫
権
ガ
黄
龍
二
年
ハ
嘗
ニ
我
ガ
神
功
皇
后
三
十
年
ニ
嘗
ル
ベ
シ
。
明
ノ
太
祖
権
ガ
夷
洲
ヲ
伐
ツ
ヲ
以
テ
日
本
ヲ
伐

ツ
ノ
事
ト
為
ス
。
御
製
文
集
ニ
見
エ
タ
リ
。
故
ニ
此
ニ
表
出
ス
。
然
レ
ド
モ
日
本
書
紀
ニ
之
ヲ
引
カ
ズ
。

雑
;=. 
ナ法

孫
権
の
黄
龍
二
年
は
西
暦
で
は
二
三

O
年
に
当
た
る
庚
戊
年
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
紀
年
で
は
神
功
皇
后
の
三
十
年
に
当
た
る
が
、

実
際
に
は
卑
弥
呼
の
時
代
で
あ
っ
て
、
気
長
足
姫
の
時
代
で
は
な
い
。
孫
権
は
前
年
の
黄
龍
元
年
に
は
皇
帝
を
称
し
、
建
業
を
都
と
定

め
、
天
下
統
一
に
向
か
っ
て
い
た
。
遼
東
に
出
て
朝
鮮
半
島
を
支
配
し
た
公
孫
氏
と
画
策
し
て
貌
を
挟
み
撃
ち
に
す
る
策
略
を
抱
い
て

い
た
公
算
が
大
き
い
。
済
州
島
に
在
っ
た
徐
福
の
国
を
ま
ず
服
属
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
策
略
を
実
行
に
移
す
要
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
だ
が
孫
権
の
目
論
み
は
外
れ
、
孫
権
の
派
遣
し
た
海
軍
は
「
萱
州
」
に
は
到
達
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
の
太
祖
は
、
孫
権
に
よ
る
「
夷
洲
」
攻
略
を
、
お
そ
ら
く
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
日
本
攻
撃
に
準
え
て
、
日
本
討
伐
と
認
識
し
て
い
た

模
様
で
あ
る
。
明
の
太
祖
の
文
集
で
あ
る
高
皇
帝
御
製
文
集
の
巻
第
一
六
に
掲
げ
る
「
設
礎
部
問
日
本
園
王
」
と
い
う
一
文
の
後
半
を

異
称
日
本
伝
(
中
の
三
)
か
ら
引
用
し
松
下
見
林
の
注
を
付
し
て
置
く
。

戸神



異称日本伝注釈(呉志編)

今
按
ズ
ル
ニ
呉
ノ
大
帝
ハ
孫
権
ナ
リ
。
権
夷
洲
ヲ
伐
ツ
。
旦
ハ
志
ニ
見
エ
タ
リ
。
上
ニ
列
ス
ル
晋
ノ
慕
容
魔
ハ
武
宣
皇
帝
ナ
リ
。
慕
容

魔
日
本
ヲ
伐
ツ
ハ
非
ナ
リ
。
音
書
巻
ノ
一
百
八
ノ
載
記
ノ
慕
容
尻
ガ
惇
ニ
日
。
衆
ヲ
率
一
ア
東
ノ
方
扶
飴
ヲ
伐
ツ
。
扶
鈴
王
依
慮
自
殺

ス
。
尻
其
ノ
園
城
ヲ
夷
チ
寓
飴
人
ヲ
騒
テ
而
ウ
シ
テ
帰
ル
。
東
夷
校
尉
何
禽
督
護
買
沈
ヲ
遣
シ
テ
将
ニ
依
慮
ガ
子
ヲ
迎
立
シ
テ
王
ト

矯
ス
。
太
祖
此
ヲ
以
テ
誤
テ
日
本
ヲ
伐
ツ
事
ト
為
ス
。
扶
余
ハ
高
勾
麗
百
済
ノ
奮
園
ナ
リ
。
元
ノ
世
祖
黒
的
弘
ニ
命
ジ
テ
書
ヲ
持
往

テ
封
馬
島
ニ
至
リ
テ
日
本
ノ
人
拒
テ
而
ウ
シ
テ
納
ズ
。
其
塔
二
郎
禰
二
郎
二
人
ヲ
執
テ
而
ウ
シ
テ
還
ル
。
又
十
一
年
日
本
ヲ
征
ス
。

四
境
ヲ
虜
掠
ス
。
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呉
の
孫
権
が
征
伐
し
た
「
夷
洲
」
は
日
本
の
一
部
で
あ
っ
た
と
す
る
明
の
太
祖
の
解
釈
に
従
い
、
松
下
見
林
は
、
「
夷
洲
」
を
日
本
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の
異
称
に
数
え
て
、
旦
ハ
志
を
こ
こ
に
「
表
出
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。

松
下
見
林
の
こ
う
し
た
認
識
に
対
し
て
疑
義
を
投
げ
か
け
る
者
も
い
た
。

日巻4号

或
ル
ヒ
ト
問
ヒ
テ
日
ク
、
後
漢
書
ニ
擦
ル
ト
キ
ハ
則
チ
夷
洲
遁
洲
ハ
会
稽
ノ
海
外
ニ
在
リ
。
徐
福
止
マ
ル
ノ
地
ト
為
ス
。
二
洲
ヲ
以

テ
倭
ノ
下
ニ
列
ス
ト
難
モ
、
我
ガ
産
自
記
此
ノ
洲
ノ
名
無
キ
ト
キ
ハ
則
チ
倭
ノ
地
ニ
非
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
。
吾
子
前
キ
ニ
以
テ
我
ガ
海
島

ト
為
ス
。
今
亦
呉
志
ヲ
引
ク
ハ
何
ノ
謂
ゾ
ヤ
。

三+
PIIじ戸

松
下
見
林
は
「
夷
洲
」
や
「
亘
州
」
を
日
本
の
地
の
異
名
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
「
洲
」
の
名
前
は
日
本
の
古

い
記
録
に
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
日
本
の
一
部
の
名
称
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
松
下
見

林
は
後
漢
書
を
解
説
す
る
注
に
お
い
て
こ
の
二
つ
の
「
洲
」
を
日
本
の
島
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
日
本
の
史
書
で
は

な
く
て
、
旦
ハ
志
と
い
う
中
国
の
史
書
を
証
拠
に
持
ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
の
島
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
材
料
と

し
て
中
国
と
い
う
外
国
の
史
書
を
持
ち
出
す
の
は
そ
も
そ
も
お
か
し
い
で
は
な
い
か
。
何
を
考
え
て
外
国
の
史
書
を
根
拠
に
持
ち
出
し

て
い
る
の
か
。
こ
う
い
う
質
問
が
松
下
見
林
に
突
き
付
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

雑
;>:u. 

寸ー法戸神

確
か
に
、
後
漢
書
に
拠
る
限
り
、
こ
れ
は
当
然
の
疑
問
で
あ
る
。

後
漢
書
は
「
壇
洲
」
に
作
る
が
、
そ
れ
は
作
者
で
あ
る
沼
嘩
が
「
喜
一
」
を
「
毛
艶
」
の
「
艶
」
と
読
み
、
「
壇
洲
」
は
瑳
州
島
す
な

わ
ち
海
南
島
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
後
漢
書
の
注
に
引
く
沈
筆
の
臨
水
海
土
志
を
見
る
限
り
「
夷
洲
」

が
台
湾
を
指
す
こ
と
に
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
。

後
漢
書
に
依
拠
す
る
限
り
、
こ
の
二
つ
の
島
が
日
本
列
島
に
は
属
さ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。



と
こ
ろ
が
後
漢
書
の
典
拠
で
あ
る
呉
志
は
「
亘
州
」
に
作
る
。
旦
ハ
志
に
拠
る
限
り
「
宣
州
」
は
海
南
島
で
は
あ
り
な
い
こ
と
を
、
松

下
見
林
が
そ
れ
と
な
く
示
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
「
宣
」
は

t
a
n
で
あ
り
、
済
州
島
の
古
名
で
あ
る
「
耽
羅
」
を
指
す
と

解
さ
れ
る
。
徐
福
の
時
代
に
は
済
州
島
は
倭
国
の
一
部
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
松
下
見
林
は
密
か
に
こ
こ
で
暗
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

異称日本伝注釈(呉志編)

呉
志
の
本
文
に
戻
っ
て
「
亘
州
」
が
済
州
島
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
て
置
こ
日
。
西
暦
に
換
算
す
る
と
一
一
一
一
一
O
年
に
当
た
る
黄
龍
二

年
に
孫
権
が
一
万
も
の
兵
団
か
ら
な
る
海
軍
を
派
遣
す
る
と
い
う
大
規
模
な
軍
事
行
動
に
出
た
と
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
長
老
す
な
わ

ち
呉
の
年
配
者
の
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
始
皇
帝
が
方
士
で
あ
る
徐
福
を
仙
薬
を
求
め
る
船
旅
に
派
遣
し
た
こ
と
は

史
記
の
准
南
衡
山
列
伝
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
平
原
広
津
」
を
得
て
そ
の
地
に
止
ま
り
王
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
の
武
帝

の
時
代
に
准
南
侯
が
謀
反
を
企
て
た
時
に
重
臣
の
伍
被
が
こ
れ
を
諌
め
る
に
当
た
っ
て
始
皇
帝
の
暴
虐
の
例
と
し
て
持
ち
出
し
た
話
の

一
部
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
徐
福
は
帰
ら
な
か
っ
た
の
に
、
何
故
徐
福
が
止
ま
っ
た
地
が
「
平
原
広
津
」
の
あ
る
土
地
で
あ
る
と
分
か
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
徐
福
の
至
っ
た
地
か
ら
後
に
中
国
に
知
ら
せ
を
送
っ
た
人
が
い
た
か
ら
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
既
に
武
帝
の
時
代
に
楽
浪

333 

郡
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
済
州
島
か
ら
楽
浪
郡
に
連
絡
が
取
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

更
に
徐
福
の
連
れ
て
行
っ
た
幼
い
男
女
が
成
人
し
て
子
孫
を
育
て
代
を
重
ね
て
「
数
高
家
」
に
至
っ
た
と
い
う
話
が
こ
れ
に
加
わ
る
。

こ
う
し
た
話
の
出
所
で
あ
る
が
、
徐
福
の
建
て
た
固
か
ら
会
稽
に
交
易
に
来
る
商
人
が
い
て
、
そ
の
商
人
か
ら
聞
い
た
伝
聞
に
基
づ
く

知
識
が
源
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
帯
方
郡
が
設
置
さ
れ
た
後
漢
の
時
代
に
は
、
帯
方
郡
を
経
由
し
て
会
稽
に
ま
で
や
っ
て
来
る
商
人

も
現
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
会
稽
の
人
が
漂
流
し
て
「
宣
州
」
に
至
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
話
も
、
そ
う
し
た
商
人
ゃ
そ
う
し
た

商
人
と
一
緒
に
会
稽
に
帰
還
し
た
漂
流
者
自
身
の
語
る
体
験
談
に
基
づ
く
知
識
に
違
い
な
い
。

孫
権
は
こ
う
し
た
古
老
の
知
識
を
当
て
に
し
て
海
軍
を
派
遣
す
る
と
い
う
大
規
模
な
軍
事
行
動
に
出
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
「
夷



334 

洲
」
と
は
違
い
、
「
萱
州
」
は
遥
か
波
の
彼
方
に
あ
っ
て
「
在
ル
所
絶
遠
ニ
シ
テ
卒
カ
ニ
至
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ズ
」
容
易
に
到
達
は

54巻4号

で
き
な
い
所
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
徐
福
の
建
て
た
国
は
安
全
か
つ
平
穏
な
国
で
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
徐
福
は
始
皇
帝
を
詐
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
強
大

な
権
力
を
意
の
ま
ま
に
行
使
す
る
始
皇
帝
の
権
力
が
及
ば
な
い
土
地
に
ま
で
逃
亡
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
済
州
島
は
亡
命
者
と
な
っ
た

徐
福
に
と
っ
て
亡
命
先
に
ふ
さ
わ
し
い
目
標
の
島
で
あ
り
、
新
天
地
を
開
拓
す
る
の
に
理
想
の
島
で
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
あ
る
い
は

徐
福
は
こ
の
島
こ
そ
本
当
の
蓬
莱
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
徐
福
の
国
が
「
夷
洲
」
に
在
っ
た
と
す
れ
ば
、
孫

権
の
軍
勢
を
前
に
降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
実
際
「
夷
洲
」
か
ら
は
数
千
人
の
捕
虜
を
連
れ
帰
っ
た
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。

三士
ロ4し、

松
下
見
林
の
答
え
は
こ
う
続
く
。

雑
且ム

ナ

答
テ
日
ク
、
二
洲
ノ
名
所
見
無
シ
ト
難
モ
、
諸
書
多
ク
徐
福
日
本
ニ
来
ル
ト
謂
フ
ト
キ
ハ
則
チ
二
洲
ヲ
以
テ
日
本
ノ
地
ト
為
ス
可
キ

ナ
リ
。
前
後
ヲ
参
照
ス
ル
ト
キ
ハ
則
チ
其
ノ
義
室
ク
。

法一戸神

松
下
見
林
は
明
の
太
祖
で
あ
る
洪
武
帝
の
解
釈
に
依
拠
し
て
「
夷
洲
」
と
「
宣
州
」
は
日
本
の
地
の
名
称
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
到

達
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
洪
武
帝
の
解
釈
に
は
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
の
先
行
す
る
文
献
の
根
拠
が
あ
る
。
こ
う
し
た
文
献
の
記
事
を

前
後
関
係
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
読
み
抜
い
て
参
照
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
二
つ
の
島
が
日
本
の
地
を
指
す
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
前

後
ヲ
参
照
ス
ル
ト
キ
ハ
則
チ
其
ノ
義
室
ク
」
。
松
下
見
林
は
こ
う
答
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

実
は
済
州
島
の
名
は
日
本
の
古
書
に
も
見
え
る
。
「
沈
弥
多
礼
」
が
「
耽
夫
羅
」
の
古
名
で
あ
る
。
ト
ム
タ
レ
が
古
訓
で
あ
る
が
、

t
a
m
山

t
a
l
と
い
う
意
味
と
言
う
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
富
み
足
り
る
と
い
う
倭
語
に
始
ま
る
、
天
然
資
源
に
恵
ま
れ

吉

岡

い



た
富
み
足
り
た
島
と
い
う
意
味
の
地
名
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
に
百
済
や
新
羅
の
領
域
に
入
っ
て
か
ら
、
白
鳥
一
九
三
五
も
指
摘
す

る
如
く
、
「
夫
羅
」
つ
ま
り
県
や
郡
を
い
う
韓
語
で
あ
る
プ
ル
を
付
さ
れ
た
形
で
あ
る
「
耽
」
の
「
夫
羅
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

神
功
皇
后
紀
の
四
九
年
条
に
「
悦
弥
多
礼
」
の
帰
属
を
巡
る
外
交
交
渉
の
顛
末
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
日
本
書
紀
の
紀
年
で

は
西
暦
で
は
二
四
九
年
に
当
た
る
己
巳
年
に
繋
年
さ
れ
て
い
る
が
、
実
年
代
は
三
六
七
年
に
換
算
さ
れ
る
丁
卯
年
の
出
来
事
で
あ
っ
た

と
推
算
さ
れ
る
。
以
来
、
済
州
島
の
帰
属
は
百
済
の
勢
力
圏
と
決
ま
り
、
や
が
て
百
済
が
敗
北
し
て
新
羅
に
吸
収
さ
れ
る
に
及
ん
で
新

羅
の
領
域
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
耽
羅
と
い
う
独
立
国
が
い
つ
頃
成
立
し
て
い
つ
頃
ま
で
自
立
し
て
い
た
の
か
は
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そ
れ
ほ
ど
明
白
な
こ
と
で
は
な
い
。

百
済
本
紀
に
は
文
周
王
の
二
年
と
東
城
王
の
二
十
年
に
「
耽
羅
」
の
名
が
出
現
す
る
。
西
暦
に
換
算
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
四
七
九
年

と
四
九
八
年
に
該
当
す
る
。
継
体
紀
二
年
条
に
「
十
二
月
に
、
南
の
海
中
の
耽
羅
人
、
初
め
て
百
済
国
に
通
ふ
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ

は
西
暦
に
換
算
す
れ
ば
五
O
八
年
に
当
た
る
戊
子
年
の
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
秦
韓
の
民
の
一
部
は
四
八
一
年
の
高
句
麗
の
南
下
を
前
に

五
島
列
島
に
移
住
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
他
の
一
部
は
こ
の
際
に
済
州
島
に
再
び
舞
い
戻
っ
て
「
耽
羅
人
」
の
列
に
加
わ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
五
O
八
年
に
若
雀
の
大
王
が
死
去
し
て
ワ
ケ
王
朝
が
瓦
解
し
た
折
に
は
、
「
耽
羅
人
」
は
そ
れ
ま
で
の
倭
国
と
百

済
の
中
間
に
立
つ
外
交
姿
勢
を
改
め
て
、
百
済
に
服
属
す
る
道
を
選
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
五
島
列
島
に
移
住
し
た
秦
人
は
や
が

て
日
本
列
島
に
進
み
、
「
秦
王
国
」
を
建
設
す
る
傍
ら
、
諸
国
に
散
ら
ば
り
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
で
行
っ
て
来
た
風
習
を
新
た
に

日
本
列
島
の
各
地
に
普
及
さ
せ
る
に
至
っ
た
模
様
で
あ
る
。
乗
馬
の
風
習
を
示
す
馬
具
や
金
銀
の
装
身
具
が
後
半
期
の
古
墳
か
ら
出
土

す
る
と
い
う
事
実
は
、
秦
人
の
渡
来
が
引
き
起
こ
し
た
風
習
の
変
化
を
直
接
に
示
す
証
拠
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
徐
福
の
時
代
に
済
州
島
に
ま
で
倭
人
の
活
動
圏
が
及
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
白
に
判
明
す
る
事
柄
で
は
な

い
。
「
三
国
遺
事
』
紀
異
「
第
四
脱
解
玉
」
の
条
に
、
脱
解
王
の
出
身
に
関
す
る
説
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
説
話
全
体
は
脱
解
王
が
才
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能
豊
か
な
若
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
、
信
じ
る
に
値
し
な
い
、
た
わ
い
も
な
い
子
供
だ
ま
し
の
物
語
か
ら
な
る
が
、
説
話
の
発
端

の
部
分
に
伝
説
が
含
ま
れ
、
更
に
出
身
国
で
あ
る
「
龍
城
園
」
に
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

伝
説
に
よ
れ
ば
脱
解
王
は
南
解
王
の
時
代
に
「
駕
洛
園
」
つ
ま
り
金
官
国
(
現
在
の
金
海
市
)
の
沖
合
に
到
来
し
た
「
船
」
に
乗
っ

て
い
た
「
端
正
男
子
」
で
あ
り
「
我
本
龍
城
園
人
」
と
語
っ
て
い
る
。
船
は
ま
ず
金
官
国
の
沖
合
に
姿
を
現
し
、
更
に
「
飛
走
」
し
て

「
錐
林
」
つ
ま
り
新
羅
に
あ
っ
た
「
下
西
知
村
」
の
「
阿
弥
浦
」
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
航
路
か
ら
見
て
、
こ
の
船
は
西
な
い
し

南
か
ら
「
駕
洛
園
」
の
沖
合
に
ま
で
進
ん
で
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
金
官
国
の
西
な
い
し
南
と
言
え
ば
、
済
州
島
か
ら
で
あ
っ
た
公
算

が
高
い
。
「
亦
云
正
明
園
。
或
云
、
境
夏
園
。
琉
夏
或
作
花
慶
園
。
龍
城
在
倭
東
北
一
千
里
」
と
分
注
に
あ
る
。
「
龍
城
園
」
の
別
名
は

「
正
明
園
」
で
あ
り
、
ま
た
「
華
夏
園
」
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
中
国
の
風
習
が
正
し
く
明
ら
か
に
守
ら
れ
て
い
る
国

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
れ
ば
「
龍
城
図
」
と
は
済
州
島
に
定
着
し
た
徐
福
の
一
行
が
そ
の
地
に
建
設
し
た
も
う
一
つ
の

中
国
で
あ
り
、
そ
れ
を
龍
神
の
国
と
見
立
て
た
空
想
国
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
も
何
も
奇
妙
な
こ
と
は
生
じ
な
い
筈
で
あ
る
。

「
龍
城
在
倭
東
北
一
千
里
」
と
あ
る
が
、
伝
説
に
は
複
数
の
史
実
が
混
在
し
て
い
て
、
こ
の
部
分
は
済
州
島
か
ら
釜
山
の
辺
り
へ
移

住
し
た
後
の
「
龍
城
園
」
の
位
置
を
示
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
貌
志
倭
人
伝
に
は
「
狗
邪
韓
園
」
か
ら
「
釘
馬
園
」
つ
ま
り
対
馬
ま

で
の
距
離
を
「
千
余
里
」
と
記
し
て
い
る
。
「
東
北
」
と
い
う
方
位
に
は
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
な
い
も
の
の
、
倭
国
の
北
端
で
あ
る

対
馬
か
ら
「
一
千
里
」
の
距
離
に
あ
る
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
釜
山
の
辺
り
に
あ
っ
た
国
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
新
羅
で
は
倭
国
は

新
羅
か
ら
見
て
釜
山
の
先
の
方
に
位
置
す
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
西
南
に
あ
る
と
見
て
、
逆
に
倭
国
か
ら
釜
山
は
東
北
に
位

54巻4号ロ志雑
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置
す
る
と
推
測
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
す
れ
ば
梁
書
に
見
え
る
「
扶
桑
園
」
こ
そ
移
住
の
後
の
「
龍
城
園
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
公
算
は
高
い
。
「
龍
城
園
」
は

竜
宮
城
や
海
神
の
宮
殿
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
実
在
の
国
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
「
龍
城
園
」
が
倭
国
の
一
部
で
は
な
く
、

倭
国
と
は
別
の
国
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
点
に
間
違
い
は
な
い
。



済
州
島
に
あ
っ
た
「
華
夏
園
」
が
何
ゆ
え
に
済
州
島
を
離
れ
、
南
海
島
か
ら
釜
山
に
か
け
て
の
辺
り
に
移
住
し
て
新
た
に
「
扶
桑
園
」

を
建
設
し
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
は
た
し
て
漢
撃
山
の
大
噴
火
が
切
っ
掛
け
と
な
り
、
蓬
莱
と
も
思
わ
れ
た
海
中
の
楽

土
を
放
棄
し
、
徐
福
の
徒
は
新
世
界
を
求
め
て
朝
鮮
半
島
の
南
端
部
を
更
に
東
に
向
か
っ
て
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
は
今
後
の
探
求
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

松
下
見
林
の
付
し
た
注
の
後
半
を
引
用
し
て
本
稿
を
結
ぶ
こ
と
と
す
る
。
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又
日
。
我
レ
中
園
ニ
通
ズ
漢
ノ
時
ヲ
始
ト
為
ス
。
文
字
亦
興
ル
。
然
モ
王
充
以
為
ラ
ク
周
ノ
時
通
ズ
ト
。
此
ノ
説
理
有
ニ
似
タ
リ
。

我
ガ
園
史
ヲ
見
ル
ニ
神
武
天
皇
以
後
年
月
日
時
ヲ
記
ス
事
分
明
ナ
リ
。
是
ニ
由
リ
テ
之
ヲ
観
レ
パ
蓋
シ
我
ガ
中
園
ニ
通
ズ
ル
神
代
ノ

末
ニ
在
リ
。
神
武
天
皇
ニ
至
テ
文
字
ニ
通
暁
ス
。
鷹
神
天
皇
ニ
及
デ
経
学
盛
ニ
行
ル
カ
。
日
本
ノ
撃
徐
福
ニ
始
ル
ニ
非
ズ
。

松
下
見
林
は
王
充
の
著
書
で
あ
る
論
衡
巻
第
八
の
儒
増
篇
と
巻
第
十
九
の
恢
園
篇
か
ら
既
に
「
周
時
天
下
太
平
越
裳
献
白
雑
倭
人
貢

墜
州
」
の
箇
所
と
「
成
王
之
時
越
常
献
雑
倭
人
貢
暢
」
の
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
が
、
倭
人
が
周
王
朝
の
時
代
に
中
国
と
通
交
し
て
い

た
と
解
し
て
い
た
王
充
の
説
に
は
理
が
あ
る
と
い
う
。
何
故
な
ら
ば
、
神
武
紀
に
は
暦
日
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
既
に
暦
法
の
知
識

が
伝
わ
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
倭
人
が
中
国
と
国
交
を
聞
い
た
の
は
神
武
の
時
代
の
直
ぐ
前
に
当
た
る
神

代
の
末
で
あ
る
と
い
う
計
算
に
な
る
。
文
字
に
通
暁
し
な
け
れ
ば
暦
日
を
使
え
る
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
松
下
見
林
は
夢
に
も
思
わ

な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
日
本
書
紀
の
編
者
が
、
編
集
の
途
上
に
お
い
て
、
西
暦
に
換
算
す
れ
ば
六
八
一
年
に
当
た
る
天
武
紀
十
年
か

ら
、
儀
鳳
暦
の
総
法
で
あ
る
一
三
四
O
年
だ
け
朔
っ
て
西
暦
で
は
前
六
六
O
年
に
当
た
る
辛
酉
年
を
神
武
即
位
年
に
選
ん
だ
の
が
実
際

で
あ
っ
た
と
は
。
誉
回
別
の
大
王
が
西
暦
に
換
算
す
れ
ば
三
九
一
年
に
当
た
る
辛
卯
年
に
半
島
侵
攻
を
開
始
し
た
の
を
機
縁
と
し
て
、
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秦
韓
の
住
人
の
一
部
が
日
本
列
島
へ
の
移
住
を
開
始
し
た
と
い
う
事
情
も
又
、
松
下
見
林
の
想
像
を
遥
か
に
越
え
出
た
、
思
い
も
寄
ら

な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

日
中
の
国
交
の
始
ま
り
は
遥
か
に
神
代
の
末
に
ま
で
湖
る
と
す
れ
ば
、
常
世
の
国
と
い
う
の
も
中
国
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う

し
た
質
問
が
新
た
に
登
場
す
る
。

日巻4号

或
又
問
テ
日
。
日
本
紀
ニ
目
。
来
ム
常
世
ノ
長
鳴
烏
ヲ
。
少
彦
名
命
常
世
園
ニ
適
マ
ス
。
三
毛
入
野
命
常
世
郷
ニ
往
ク
。
国
道
間
守

ヲ
常
世
園
ニ
遣
ス
。
倶
ニ
中
園
ヲ
指
ス
ヤ
否
ヤ
。

三土
日し、

日
本
書
紀
神
代
の
巻
八
段
の
第
六
の
一
書
に
は
少
彦
名
命
が
常
世
の
「
郷
」
に
適
で
ま
し
た
と
あ
る
し
、
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
六

月
の
条
に
は
三
毛
入
野
命
が
「
常
世
郷
に
往
で
ま
し
ぬ
」
と
見
え
る
し
、
垂
仁
紀
九
十
年
の
条
に
は
田
道
間
守
を
常
世
の
国
に
遣
わ
す

と
あ
る
が
、
常
世
の
国
と
は
中
国
の
こ
と
を
指
す
の
か
。

松
下
見
林
の
答
え
は
続
く
。

雑
且ム

ナj去戸神

答
テ
日
。
常
世
ト
ハ
我
ガ
風
土
記
及
ピ
古
記
ニ
擦
ル
ト
キ
ハ
我
ガ
園
慮
庭
ニ
之
有
。
又
絶
域
ヲ
指
ス
。
源
氏
物
語
ニ
胡
ヲ
常
世
ト
謂

フ
ノ
類
是
ナ
リ
。
未
ダ
惟
中
園
ヲ
指
サ
ズ
。

常
世
の
国
は
中
国
で
は
な
い
。
こ
れ
が
松
下
見
林
の
解
答
で
あ
っ
た
。
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1 

白
鳥
庫
吉
一
九
三
五
は
、
亘
は

t
a
n
で
あ
り
タ
ネ
と
同
音
で
あ
る
か
ら
亘
州
は
種
子
島
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
が
、
「
抱
朴
子
』
に
会
稽

よ
り
航
行
し
て
至
る
「
海
中
大
島
興
」
と
し
て
掲
げ
る
「
東
翁
洲
重
洲
狩
興
洲
」
と
い
う
三
つ
の
島
の
中
に
種
子
島
が
入
る
と
解
す
る
の

に
は
少
々
の
無
理
が
あ
る
。
大
き
さ
か
ら
考
え
て
も
「
東
翁
洲
」
が
台
湾
で
あ
り
「
萱
洲
」
が
済
州
島
で
あ
り
「
狩
興
洲
」
は
沖
縄
本
島

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
済
州
島
の
古
名
で
あ
る
「
耽
夫
羅
」
の
「
耽
」
は

t
a
m
で
あ
り
、

t
a
n
で
は
な
い
が
、
信
耳
珠
崖
を
指
す

信
州
と
区
別
す
る
た
め
に
、
や
や
発
音
の
類
似
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
亘
州
と
表
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に
呉
志
の
陸
遜
伝
や

全
諜
伝
で
は
信
州
と
取
り
違
い
を
起
こ
し
て
「
曹
一
州
」
を
珠
崖
と
誤
解
し
て
い
る
程
で
あ
る
。

ま
た
白
鳥
一
九
三
五
は
漢
書
や
後
漢
書
に
見
え
る
「
東
鰻
人
」
を
東
に
居
る
「
鰻
人
」
と
解
し
、
「
鰻
」
は
「
夷
州
」
の
「
夷
」
や
「
祇
」

と
ほ
ぼ
同
音
で
あ
る
か
ら
、
台
湾
の
住
人
を
指
す
と
解
す
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。
台
湾
よ
り
更
に
東
に
住
む
人
々
で
あ
る
と
い
う
意
味
の

言
葉
で
あ
り
、
琉
球
人
を
指
す
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

2 

清
瀬
義
三
郎
則
府
二
O
O

二
「
日
本
語
の
源
流
と
徐
福
の
東
渡
」
が
、
こ
の
間
の
事
情
を
説
い
て
分
か
り
ゃ
す
い
。
早
く
『
義
楚
六
帖
』
(
九

五
五
)
に
徐
福
が
男
の
子
五
百
人
と
女
の
子
五
百
人
を
連
れ
て
日
本
に
至
っ
た
と
詠
ま
れ
て
い
る
し
、
北
宋
の
欧
陽
惰
が
「
日
本
万
歌
」

の
中
で
徐
福
が
連
れ
て
行
っ
た
「
百
工
」
が
居
住
し
た
日
本
は
細
工
物
が
巧
み
で
あ
る
と
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
攻
撃
を
前

に
滅
亡
す
前
の
南
宋
を
去
っ
て
鎌
倉
に
来
朝
し
た
無
学
祖
元
も
、
紀
州
熊
野
に
あ
っ
た
徐
福
の
「
霊
洞
」
に
参
詣
し
た
折
に
、
「
老
僧
モ

亦
秦
ヲ
避
ク
ル
為
ニ
来
」
と
暴
政
を
避
け
る
た
め
に
亡
命
を
決
意
し
た
そ
の
心
境
を
徐
福
に
託
し
て
語
っ
て
い
る
。
更
に
元
代
の
碩
学
で

あ
る
呉
莱
が
熊
野
の
徐
福
廟
を
詠
じ
て
い
る
し
、
五
山
の
学
僧
で
あ
る
中
津
絶
海
は
、
日
本
に
帰
る
に
先
立
ち
、
明
の
太
祖
で
あ
る
洪
武

帝
に
招
か
れ
、
「
熊
野
峯
徐
福
洞
」
を
賦
し
、
太
祖
も
七
言
絶
句
を
も
っ
て
こ
れ
に
答
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
れ
ば
、
既
に
平
安
時
代

の
中
頃
か
ら
、
誰
も
が
徐
福
が
至
っ
た
地
は
日
本
列
島
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

3 

蓮
沼
啓
介
二
0
0

ニ
、
一
三
五
頁
。

4 

後
藤
利
雄
一
九
八
一
、
後
編
「
秦
王
国
考
」

一
五
三
頁
以
下
に
秦
氏
に
関
す
る
新
井
白
石
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
批
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。



340 54巻4号固ま雑Aι 寸ー法戸神

(
5
)
 

一
五
三
頁
及
び
一
七
六
頁
。
な
お
小
林
行
雄
一
九
五
一
も
参
照
さ
れ
た
い
。

森
浩
一
二
0
0

一、

6 

古
史
に
見
え
る
秦
氏
の
活
躍
振
り
に
つ
い
て
は
、
井
上
満
郎
一
九
九
九
を
参
照
さ
れ
た
い
。

秦
韓
の
民
は
や
が
て
辰
韓
か
ら
の
渡
来
人
と
誤
認
さ
れ
、
更
に
は
新
羅
系
渡
来
人
と
見
な
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
う
し
て
秦
氏
は
新
羅
系

の
神
で
あ
る
天
日
矛
の
神
話
と
密
着
す
る
人
々
と
し
て
、
記
紀
を
初
め
と
す
る
日
本
の
古
典
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
と
も
と
秦
韓
の
民
は
高
句
麗
や
新
羅
の
軍
事
力
に
強
い
警
戒
心
を
抱
い
て
い
た
に
違
い
な
く
、
新
羅
や
高
句
麗
に
よ
る
軍
事
攻
勢
を

前
に
遂
に
日
本
列
島
へ
の
移
住
を
決
意
す
る
に
至
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
「
波
多
」
や
「
波
陀
」
と
い
う
語
で
あ
る
が
、
海
を
意
味
す
る
古
新
羅
語
の

p
a
t
a
に
由
来
す
る
語
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

古
く
は
「
波
柁
」
と
記
し
た
公
算
が
高
い
。
帆
船
を
操
り
大
海
を
渡
っ
て
半
島
に
渡
来
し
た
徐
福
の
民
は
韓
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
海
の
人

で
あ
り
、
海
の
人
と
呼
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ワ
タ
ツ
ミ
や
ワ
ダ
ノ
ハ
ラ
の
ワ
タ
や
ワ
ダ
も
ま
た
同
じ
語
源
の
言
葉
で
あ
る
に
違
い

泊、
3

0

宇

山

口

し秦
氏
が
秦
の
始
皇
帝
を
始
祖
に
仰
ぐ
に
至
っ
た
経
緯
で
あ
る
が
、
秦
氏
は
も
と
も
と
は
秦
王
の
子
孫
で
あ
る
と
す
る
先
祖
伝
承
を
伝
え

て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
秦
王
と
は
秦
韓
の
王
で
あ
り
、
新
撰
姓
氏
録
に
見
え
る
「
孝
武
王
」
に
せ
よ
「
功
満
王
」
に
せ
よ
、
狛
王

の
音
が
批
っ
た
名
前
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秦
韓
の
民
に
は
秦
王
の
末
育
と
徐
福
の
徒
の
末
育
と
称
す
る
人
々
が
含
ま
れ
て
い
て
、
太
秦
公

は
秦
王
の
末
育
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
徐
福
の
末
商
と
称
す
る
人
々
も
居
て
日
本
列
島
の
各
地
に
散
在
し
て
や
が
て
そ
の
地
に
定
着

す
る
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

始
皇
帝
が
始
め
秦
王
で
あ
っ
た
事
は
歴
史
の
常
識
で
あ
る
。
秦
王
と
秦
王
の
混
同
な
い
し
付
会
が
発
生
し
て
、
後
に
始
皇
帝
を
始
祖
と

す
る
先
祖
伝
承
が
発
生
し
た
と
憶
測
を
加
え
て
置
き
た
い
。

(
7
)
 

蓮
沼
啓
介
二
0
0
=

一
、
六
六

1
六
七
頁

8 

本
誌
前
号
参
照
。
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